
第３学年 保健体育科学習指導案 

生  徒 ３年Ａ組 （男 15 名 女 13 名 計 28 名） 

指導者 教諭 畑山 恒               

 

１ 単元名 球技 ネット型「バレーボール」 

 

２ 単元のねらい 

  ○ポジションの役割に応じたボールや用具の操作によって、仲間と連携した「拾う、つなぐ、打つ」 

などの一連の流れで攻撃を組み立てたりして、相手側のコートの空いた場所をめぐる攻防を展開で 

きるようにする。 

 

３ 「聞くこと・話すこと」の指導の工夫 

３年Ａ組の男子生徒は運動に対して非常に積極的に取り組み運動能力も高い生徒が多い。（新体

力テストの結果は下表）女子生徒はおとなしい生徒が多く、積極的に活動はしないが指示や助言

は素直に受け入れようとする。男女が同じチームになって授業を進めたときは、初めお互いに遠

慮するところがあったが、次第に男子が引っ張り、女子がついていくという形になってきた。 

「聞くこと・話すこと」については、他とのかかわり方がうまく作れないようであったが、体

操の時の声掛けを意識的に大きな声にさせることや、チームの中で助言や教え合いをして練習や

ゲームを進めて行ったり、チームミーティングの話し合いの中で個人の課題、チームの課題を出

し合って次時の目標を決めたりする中で力を高めていきたい。 

※資料(新体力テスト総合評価) 

男子上体起こしと反復横跳び以外が全国平均以上 

女子前屈のみが全国平均以上 

 

４ 単元の指導計画 

指導の計画（全 14時間）本時 5／14）   

次 時 ・主な学習活動    ○「聞くこと・話すこと」に関わる活動 

１ １ ・オリエンテーション、試しのゲーム 、ルール学習 

２ ２ ・個人技能の復習（パス）  ○パスの技能の留意点の教え合い 

３ ・個人技能の復習（サーブ・スパイク）○ボールのとらえる位置の教え合い 

３ ４ ・トス→スパイクの動きづくり ○トスの位置、ボールのとらえ方の教え合い 

５ ・三段攻撃の動きづくり ○レシーブの仕方、トスの上げ方等周りからの声掛け 

６ ・三段攻撃を意識したゲーム ○相手のサーブに対して指示の声 

４ ７ ・相手の攻撃に対応する１（サーブレシーブのポジションのとりかた）○指示の声掛け 

８ ・相手の攻撃に対応する２（ブロックを含むネット際のプレー）○指示の声掛け 

５ ９ チームの課題把握 ○チームミーティングから課題を見つける 

10 チームの課題解決 ○課題解決のための練習法の話し合い 

11 まとめのゲーム（班対抗戦）○ゲーム中の声掛け  

○チームミーティングから課題を見つける 12 

13 

６ 14 学習のまとめ 

 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

男子（１５名） ４人（27％） ６人（40％） ４人（27％） １人（7％） 0 

女子（１３名） ４人（31％） ２人（15％） ５人（38％） ２人（15％） 0 



５ 本時の指導(５/１４) 

(1)  目標 

    ・レシーブ→トス→スパイクの流れで攻撃をするための作戦を考えることができる。 

                       【思考・判断】 

(2)  聞くこと・話すことを培う活動 

    ・チームミーティングの中で自分と自チームの達成度、課題を話し合う。 

    ・練習中の教え合い。 

(3)  展開 

時間 学習活動 ・学習内容 指導上の留意点(◇評価) 備考 

導 

入 

 ５ 

分 

1. ランニング 

2. 集合・整列・挨拶 

3. 準備運動 

 

・元気の良い挨拶 

・リーダーに合わせ声をかけ正確

に行う。 

 

  

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

開 

 

 

３５ 

 分 

 

 

4. 本時の学習課題を確認する 

 

 

 

5. パス練習（班ごと） 

・対人パス 

・扇形でのパス、レシーブ 

 （要の生徒へのダイレクト返球→ 

  レシーブからオーバーハンドで） 

 

6. 三段攻撃練習 

・セッターからレシーバーへ投げてから 

 レシーブ→トス→スパイク 

 

7. ゲーム（リーグ戦） 

チームミーティング①（進行は班長） 

 ・ポジションの確認（セッターを固定） 

 ・前時の反省を生かす 

【簡易ルール】 

・サーブはアンダーハンド、アタックライ 

ンの後方から。 

 ・セッター以外はローテーション 

・三段攻撃ができたときはプラス１点。 

・６分ゲーム×２ 

☆三段攻撃の有効性に気付く 

 （強いボールを返すことが得点

につながる。そのためには正確

なパスが必要） 

◇正確に返すことができている

か 

・要の生徒への返球は丁寧に 

 

 

 

・トスは３Ｍぐらいを目安とす

る。（バスケットゴール） 

 

 

・三段攻撃を意識して使うように

助言。 

・試合のないチームは審判、得点

係 

主審が得点係もやり、他は線審。 

【審判位置】 

●           ● 

 

 

 

      ● 

◇自己のチームの特徴を踏まえ

た作戦を考えている。 

◎学習

カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎学習

カード 

ま 

と 

め 

 

１０ 

 分 

8. 振り返り 

チームミーティング② 

・ゲームの中で三段攻撃ができたか、課題

は何か？（全員の反省を聞いて班長がまと

める） 

・チームごとに発表 

9. まとめ、挨拶 

 

◇学習課題を意識して取り組ん

だか。 

○自分と自チームの成果と課題

を話しあう。 

 

 

◎学習

カード

に記入 

レシーブ→トス→スパイクの流れで 

攻撃しよう（三段攻撃） 



 


